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(57)【要約】
超音波気管支内視鏡による気管・気管支内側からの気管
・気管支隣接リンパ節への穿刺手技を訓練するための気
管支内視鏡トレーニングモデルを提供する。気管・気管
支近傍のリンパ節への超音波ガイド下のニードル穿刺を
訓練するためのトレーニングモデルであって、顎モデル
、気管支モデル及び交換可能なニードル穿刺部位を有し
、ニードル穿刺部位は、模擬気管・気管支軟骨、模擬リ
ンパ節及び模擬周辺組織からなり、ニードル穿刺部位の
各部位はシリコーンゴム、ウレタン樹脂のいずれかを主
成分とし、少なくともニードル穿刺部位の模擬気管・気
管支軟骨と模擬周辺組織には有機粉体フィラーが配合さ
れ、ニードル穿刺部位の模擬気管・気管支軟骨は、ニー
ドル穿刺部位の気管・気管支内壁表面に設けられている
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　気管・気管支近傍のリンパ節への超音波ガイド下のニードル穿刺を訓練するためのトレ
ーニングモデルであって、
　前記トレーニングモデルは、顎モデル、気管支モデル及び交換可能なニードル穿刺部位
を有し、
　前記ニードル穿刺部位は、模擬気管・気管支軟骨と、模擬リンパ節及び模擬周辺組織か
らなり、
　前記ニードル穿刺部位の模擬気管・気管支軟骨と、模擬リンパ節及び模擬周辺組織はシ
リコーンゴム、ウレタン樹脂のいずれかを主成分とし、少なくとも前記ニードル穿刺部位
の模擬気管・気管支軟骨と模擬周辺組織には有機粉体フィラーが配合され、
　前記ニードル穿刺部位の模擬気管・気管支軟骨は、前記ニードル穿刺部位の模擬気管・
気管支内壁表面に設けられていることを特徴とする超音波気管支内視鏡用トレーニングモ
デル。
【請求項２】
　前記ニードル穿刺部位に設けられた模擬気管・気管支軟骨は、梯子形の形状であること
を特徴とする請求項１に記載の超音波気管支内視鏡用トレーニングモデル。
【請求項３】
　前記有機粉体フィラーがナイロンフィラーで、前記ニードル穿刺部位はシリコーンゴム
であることを特徴とする請求項１に記載の超音波気管支内視鏡用トレーニングモデル。
【請求項４】
　前記ニードル穿刺部位の模擬リンパ節は、シリコーンゴムと流動パラフィンを含むこと
を特徴とする請求項１に記載の超音波気管支内視鏡用トレーニングモデル。
【請求項５】
　前記ニードル穿刺部位の模擬周辺組織は、シリコーンゴム、ナイロンフィラー及び流動
パラフィンを含むことを特徴とする請求項１に記載の超音波気管支内視鏡用トレーニング
モデル。
【請求項６】
　前記ニードル穿刺部位は、一側面に模擬気管・気管支軟骨が設けられ、内部に球形の模
擬リンパ節が設けられた四角柱の形状であることを特徴とする請求項１に記載の超音波気
管支内視鏡用トレーニングモデル。
【請求項７】
　前記トレーニングモデルの気管支モデルには、気管・気管支壁の一部が矩形に開放され
、前記ニードル穿刺部位が装着可能な凹部を有するニードル穿刺部位装着部が設けられて
いることを特徴とする請求項１に記載の超音波気管支内視鏡用トレーニングモデル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は超音波内視鏡のトレーニングモデルに係り、より詳しくは、気管・気管支近傍
のリンパ節への超音波ガイド下のニードル穿刺を訓練するためのトレーニングモデルに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　現代の医療において超音波検査は必要不可欠なものとなっているが、なかでも挿入先端
部に超音波プローブが装着された超音波内視鏡は、高い分解能の超音波観察が可能なうえ
、病理検査のために超音波観察をしながら細胞採取する、超音波内視鏡ガイド下穿刺と呼
ばれる手技が可能であるため、非常に有用な病理検査装置となっている。
【０００３】
　このような超音波検査は、検査を行う者には高度な知識と経験、技術が要求され、こと
に、超音波内視鏡ガイド下穿刺手技は、一段と高度な知識と経験、技術が要求される。
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　そして、超音波検査を行う者の教育や研修は、病院等の医療機関で、知識、経験が豊富
な指導者の下、実際の患者の検査を行いながらトレーニングをしているため、実習の時間
や経験する疾患にかなりの制約があった。
【０００４】
　そのため、超音波検査のトレーニングを行うための超音波医学実習用の人体模型につい
て、人体の臓器の形状や内部構造を再現したものが提案されており、交換可能な穿刺トレ
ーニング部位を備えた人体模型についても提案されている（例えば、特許文献１参照）。
　しかしながら、従来のトレーニング用のモデルにおいて、穿刺手技のトレーニングは、
食道等から臓器への穿刺部位に対して遮蔽物がないものに限られていた。
【０００５】
　近年、超音波気管支内視鏡が気管・気管支周辺の病理診断に多用され始めているが、超
音波気管支内視鏡による気管・気管支隣接リンパ節への穿刺は、穿刺位置が気管・気管支
軟骨輪間に限られるため、穿刺に高度な技術を要するものであった。
　そのため、従来の穿刺トレーニングモデルでは、気管・気管支内側から行う気管・気管
支隣接リンパ節への穿刺手技のトレーニングが十分に行えず、このような手技に対応する
トレーニングモデルが強く求められていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－１７４１７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は上記課題を解決するためのものであって、本発明の目的は、超音波気管支内視
鏡による気管・気管支内側からの気管・気管支隣接リンパ節への穿刺手技を訓練するため
の超音波気管支内視鏡トレーニングモデルを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一実施形態に係る超音波気管支内視鏡用トレーニングモデルは、気管・気管支
近傍のリンパ節への超音波ガイド下のニードル穿刺を訓練するためのトレーニングモデル
であって、顎モデル、気管支モデル及び交換可能なニードル穿刺部位を有し、ニードル穿
刺部位は、模擬気管・気管支軟骨、模擬リンパ節及び模擬周辺組織からなり、ニードル穿
刺部位の各部位は、シリコーンゴム、ウレタン樹脂のいずれかを主成分とし、少なくとも
ニードル穿刺部位の模擬気管・気管支軟骨と模擬周辺組織には有機粉体フィラーが配合さ
れ、ニードル穿刺部位の模擬気管・気管支軟骨は、ニードル穿刺部位の模擬気管・気管支
内壁表面となる一側面に設けられている。
【０００９】
　前記ニードル穿刺部位に設けられた模擬気管・気管支軟骨は、梯子形の形状をなしてい
ることが好ましい。
　また、前記有機粉体フィラーはナイロンフィラーであることが好ましく、前記ニードル
穿刺部位はシリコーンゴムを主成分とすることが好ましい。
　前記ニードル穿刺部位の模擬リンパ節は、シリコーンゴムと流動パラフィンを含むこと
が好ましく、前記ニードル穿刺部位の模擬周辺組織は、シリコーンゴム、ナイロンフィラ
ー及び流動パラフィンを含むことが好ましい。
【００１０】
　前記ニードル穿刺部位は、模擬気管・気管支内壁表面となる一側面に模擬気管・気管支
軟骨が設けられ、内部に球形の模擬リンパ節が設けられた四角柱の形状とすることが好ま
しい。
　前記トレーニングモデルの気管支モデルには、気管・気管支壁の一部が矩形に開放され
、前記ニードル穿刺部位が装着可能な凹部を有するニードル穿刺部位装着部を設けること
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が好ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、従来の穿刺トレーニングモデルでは行えなかった気管・気管支の内側
から行う気管・気管支隣接リンパ節への穿刺手技のトレーニングが行えるようになり、施
術者の穿刺手技の技術向上に寄与することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】気管・気管支近傍のリンパ節の位置を示す概略図である。
【図２】本発明の実施例に係る超音波気管支内視鏡トレーニングモデルの全体概略図であ
る。
【図３】本発明の実施例に係る超音波気管支内視鏡トレーニングモデルのニードル穿刺部
位装着部の概略図である。
【図４】本発明の実施例に係るニードル穿刺部位の概略図である。
【図５】図４の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の好ましい実施形態について、以下に図面を参照しながら詳述する。本実施形態
は本発明を実施する一例であって、本発明は本実施形態に限定されるものではない。
【００１４】
　図１は、気管及び気管支近傍のリンパ節の配置を示したものである。図１に示した♯１
～♯１２のリンパ節のうち、縦隔リンパ節（＃１、＃２、＃３、＃４、＃７）、肺門リン
パ節（＃１０、＃１１、＃１２）が超音波気管支内視鏡診断の対象であり、気管もしくは
気管支に接しない＃５、＃６、＃８、＃９は対象外となる。
　本発明のトレーニングモデルは上記の気管もしくは気管支に接したリンパ節への穿刺手
技のトレーニングを目的としたものである。
【００１５】
　図２は、本発明の実施形態に係る超音波気管支内視鏡トレーニングモデルの概略図であ
る。
　本発明の実施形態に係る超音波気管支内視鏡トレーニングモデル１は、顎モデル１０、
気管支モデル２０、ケース３０、ニードル穿刺部位４０からなる。
【００１６】
　本発明の実施形態における顎モデル１０は、超音波気管支内視鏡を挿入する時の、挿入
口となるパーツであって、人体で行う場合に近似させてトレーニング効果を高めるため、
実際の顎に近似させた顎モデルを使用することが好ましい。
　また、顎モデル１０には、内視鏡の挿入口となる喉頭部（図示しない）が設けられてい
るが、該喉頭部の末端は気管支モデルの模擬気管部と連結している。
【００１７】
　顎モデルの喉頭部は、破損した時に交換可能なように着脱可能にしておくことが望まし
い。
【００１８】
　本発明の実施形態における気管支モデル２０は、顎モデル１０の喉頭部と繋がる模擬気
管部２２、模擬気管部２２の気管分岐部上部に設けられたニードル穿刺部位装着部２４、
模擬気管部２２の下部に位置する模擬気管支部２８からなる。
　気管支モデル２０の模擬気管部２２、模擬気管支部２８の材質は、シリコーンゴム、ウ
レタン樹脂、塩化ビニル樹脂などを用いることができ、気管支内視鏡の挿入感覚が人体に
近い感覚で得られるシリコーンゴムを用いることが特に好ましい。
【００１９】
　また、模擬気管支部２８は、細かい気管支まで再現することで、穿刺手技のトレーニン
グばかりでなく、通常の気管支内視鏡トレーニングに用いることができるようになり、そ
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の場合、Ｖ次気管支まで再現して極細径気管支内視鏡のトレーニングにも使用可能とする
ことが好ましい。
【００２０】
　ケース３０は、気管支モデル２０を納めるケースであって、正面側は開放されて、内視
鏡先端の照明用の光が模擬気管・気管支壁を通して透けて見える様子が観察できるように
なっており、内視鏡先端の位置が判るので気管支内視鏡トレーニングの効果を高めること
に役立つ。
【００２１】
　本実施形態において模擬気管部２２の気管分岐部上部に設けられたニードル穿刺部位装
着部２４には、ニードル穿刺部位４０が装着される。ニードル穿刺部位装着部２４及びニ
ードル穿刺部位４０の設置位置は、模擬気管部２２の気管分岐部上部に限られるわけでは
なく、模擬気管支部２８に設けてもよい。ニードル穿刺部位４０は、ニードル穿刺部位装
着部２４と着脱可能になっており、穿刺手技を繰り返すことで損傷したニードル穿刺部位
４０を容易に交換できるようになっている。
【００２２】
　図３は、ニードル穿刺部位装着部２４の概略図である。
　ニードル穿刺部位装着部２４には、ニードル穿刺部位４０を装着するために、ニードル
穿刺部位４０の形状に合わせて凹部を形成した装着凹部２４ａが設けられている。
　装着凹部２４ａの模擬気管部２２側に面した底部には、凹部の底面の一部が開放された
穿刺開口部２４ｂが設けられている。この穿刺開口部２４ｂは、装着したニードル穿刺部
位４０に対して、模擬気管・気管支内から気管支内視鏡による穿刺手技を施すための窓の
役割を果たす。
【００２３】
　また、ニードル穿刺部位装着部２４には、ニードル穿刺部位装着部２４に装着されたニ
ードル穿刺部位４０がトレーニング中に脱離しないように、ニードル穿刺部位を固定する
ための固定ベルト２６が設けられている。
【００２４】
　装着凹部２４ａの形状は、ニードル穿刺部位４０が納まる形状であればよく、穿刺開口
部２４ｂの形状も、穿刺手技が可能な形状であればどのような形状であってもよいが、穿
刺手技トレーニングのし易さからは模擬気管部又は模擬気管支部の上下に沿った矩形であ
ることが好ましい。
【００２５】
　ニードル穿刺部位４０の形状は、穿刺手技が可能な形状であればどのような形状であっ
てもよいが、穿刺開口部２４ｂの形状と同様、穿刺手技トレーニングのし易さ、交換の容
易さから模擬気管の上下に沿った四角柱であることが好ましく、本実施形態における形状
は、縦６ｃｍ×横３ｃｍ×奥行４ｃｍの四角柱であり、容易に交換可能な形状となってい
る。
【００２６】
　図４は、本発明の実施形態に係るニードル穿刺部位４０の概略図であり、図５は、図４
の断面図である。
　図４、図５に示すように、ニードル穿刺部位４０は、模擬気管・気管支軟骨４２、模擬
周辺組織４４、模擬リンパ節４６からなり、模擬周辺組織４４の模擬気管・気管支内壁表
面となる一側面に模擬気管・気管支軟骨４２を備え、模擬周辺組織４４の内部に模擬リン
パ節４６が設けられている構成となっている。
【００２７】
　模擬気管・気管支軟骨４２は、ニードル穿刺部位４０の模擬気管・気管支内壁表面とな
る一側面に設けられ、ニードル穿刺部位装着部２４の装着凹部２４ａ底部に設けられた穿
刺開口部２４ｂに合致するようになっており、模擬気管部又は模擬気管支部内壁の一部を
形成する。
　模擬気管・気管支軟骨４２の形状は、実際の人体の気管軟骨の形状に近似させ、梯子形
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にすることが好ましく、具体的には、図４に示すように、気管・気管支に沿って形成され
た縦部分から一定間隔で横部分が伸びた形状であり、気管・気管支軟骨を模した横部分の
間の模擬周辺組織４４が露出した部分が軟骨間靭帯に相当する。
　また、模擬気管・気管支軟骨４２は、トレーニング効果を高めるため、厚みを実際の気
管・気管支軟骨に近似させるのが好ましく、１．５ｍｍ～２．０ｍｍの厚みであることが
好ましい。
【００２８】
　本発明の実施形態に係るトレーニングモデルを用いて、超音波気管支内視鏡による気管
・気管支内側からの気管・気管支隣接リンパ節への穿刺手技を訓練する場合には、ニード
ルの挿入は、気管・気管支軟骨を模した横部分の間の模擬周辺組織４４が露出した軟骨間
靭帯に相当する部分から行われ、模擬気管・気管支軟骨の裏側にある模擬リンパ節４６に
穿刺されるが、模擬気管・気管支軟骨４２を前述の形状にすることにより、穿刺手技トレ
ーニングの際に気管・気管支軟骨の間からリンパ節へ穿刺する技術の向上に役立つ。
【００２９】
　本発明の実施形態に係る超音波気管支内視鏡用トレーニングモデルにおいて、訓練者は
、顎モデル１０の喉頭部より模擬気管部２２に超音波気管支内視鏡を挿入して、気管・気
管支軟骨輪間を模した隙間の模擬周辺組織４４を通して模擬気管・気管支軟骨４２の裏側
の模擬リンパ節４６に穿刺手技を行う。そのため、模擬気管・気管支軟骨４２、模擬周辺
組織４４、模擬リンパ節４６は、実際の人体と同様の超音波画像が得られるようにし、か
つそれぞれの輪郭が明瞭に区別することができるようにする必要がある。
【００３０】
　また、ニードル穿刺部位４０の模擬気管・気管支軟骨４２、模擬周辺組織４４及び模擬
リンパ節４６の材質は、穿刺する際の感触が人体での感触と近似するように選定される。
　ニードル穿刺部位４０の模擬気管・気管支軟骨４２、模擬周辺組織４４及び模擬リンパ
節４６は、シリコーンゴム、ウレタン樹脂のいずれかを主成分として形成され、特には、
超音波画像の調整のしやすさ、繰り返しの穿刺に対する耐性から、シリコーンゴムが好ま
しく、架橋、硬度調整の容易さから液状シリコーンゴムが更に好ましく、硬化時に縮合生
成物のでない２成分付加型シリコーンゴムはより好ましい。
【００３１】
　また、ニードル穿刺部位４０のうち少なくとも模擬気管・気管支軟骨４２と模擬周辺組
織４４には、上記主成分材料に有機粉体フィラーが配合され、配合する有機粉体フィラー
の種類、形状及び量は、実際の人体と同様の超音波画像が得られるように適宜選定される
が、有機粉体フィラーとしてナイロンフィラーを用いることは、実際の人体の超音波画像
に近似させやすいことや模擬器官の間のコントラストのつけ易いことから好ましい。
【００３２】
　本実施形態において、模擬気管・気管支軟骨４２は、ナイロンフィラーを配合したシリ
コーンゴムで形成されていることが好ましく、模擬気管・気管支軟骨４２に用いるシリコ
ーンゴムは、穿刺の感触を人体での感触と近似させるため、模擬周辺組織４４、模擬リン
パ節４６よりも硬度を硬く設定することが好ましい。
【００３３】
　本実施形態において、模擬周辺組織４４及び模擬リンパ節４６には、穿刺する際の感触
が人体での感触と近似するように、硬度調整及び針入れ性向上のために主成分材料に潤滑
剤を混合することが好ましい。
　模擬周辺組織４４及び模擬リンパ節４６に混合する潤滑剤としては、硬度調整の容易さ
から液状潤滑剤が好ましく、なかでも、流動パラフィンが好ましい。
【００３４】
　模擬周辺組織４４及び模擬リンパ節４６に潤滑剤を混合する量は、主成分材料に対して
１５重量％～２５重量％であることが好ましく、この範囲にすることにより、穿刺する際
の感覚が人体での感触と近似する効果が得られる。
【００３５】
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　模擬リンパ節４６の模擬周辺組織４４中の位置は、実際のリンパ節に近似させ、模擬周
辺組織４４中の模擬気管・気管支軟骨４２に近接した位置に形成される。模擬リンパ節４
６の形状は、直径が５ｍｍ～１０ｍｍの球形であることが好ましく、ニードル穿刺部位４
０中に２～６個形成されていることが好ましい。
　本実施形態においては、ニードル穿刺部位４０の取り付け位置が気管であるので、図１
に示したリンパ節のうち、＃１、＃２（Ｒ、Ｌ）、＃３、＃４（Ｒ、Ｌ）に対応する２～
６個が模擬リンパ節４６として設けられている。
【符号の説明】
【００３６】
　　　１　　　　　　：　気管支内視鏡トレーニングモデル
　　１０　　　　　　：　顎モデル
　　２０　　　　　　：　気管支モデル
　　２２　　　　　　：　模擬気管部
　　２４　　　　　　：　ニードル穿刺部位装着部
　　２４ａ　　　　　：　装着凹部
　　２４ｂ　　　　　：　穿刺開口部
　　２６　　　　　　：　固定ベルト
　　２８　　　　　　：　模擬気管支部
　　３０　　　　　　：　ケース
　　４０　　　　　　：　ニードル穿刺部位
　　４２　　　　　　：　模擬気管・気管支軟骨
　　４４　　　　　　：　模擬周辺組織
　　４６　　　　　　：　模擬リンパ節
　

【図１】 【図２】
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